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アジ研アフリカ通信

今年度（平成21年度）は，アジア経済研究所では以

下のアフリカ関連研究会を実施しています。

・「経済成長下におけるアフリカ企業」研究会

（主査：福西隆弘・地域研究センター）

・「中東・アフリカにおける紛争と国家形成」研究会

（主査：佐藤章・地域研究センター）

また以下の研究会には，所内アフリカ研究者が主

査・委員として参加しています。

・「国際安全保障における地域メカニズムの新展開」研究会

（主査：望月克哉・研究支援部）

・「フェアトレードは貧困削減に結びつくのか」研究会

（主査：佐藤寛・貿易開発部）

・「後発開発途上国の開発戦略」研究会

（主査：山形辰史・新領域研究センター）

・「新興諸国における高齢者の生活保障システム」研究会

（主査：宇佐見耕一・地域研究センター）

・「途上国の農村発展：社会ネットワーク分析からの

アプローチ」研究会

（主査：坂田正三・地域研究センター）

上記研究会の概要につきましては，アジア経済研究

所のホームページでご覧いただけます。（http://www.

ide.go.jp/Japanese/Research/Project/2009/index.html）

今年度より以下の事業が開始されました。

「対アフリカ投資誘致型事業」

本事業は，2008年のTICAD 4「横浜行動計画」で

日本政府が公約したアフリカ支援政策の一環である。

予算は政策経費からきており，通常の研究事業とは

異なる。研究所の職員６名に加え，東京大学，慶応

義塾大学，千葉大学，ストックホルム大学から７名

の専門家を招いて，アフリカ研究グループとは別に

「アフリカ政策プロジェクト・グループ」を新たに設

置した。南アフリカとマダガスカルで日本企業と一

緒に，いってみれば援助実験を行うものだ。実験経

済学の手法を用いる。CSRのための有望事業を開発

しようとしている。 （平野）

アジ研研究員の最近の刊行物を紹介します。
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編 集 後 記

食糧安全保障が再び論議の的となっている。今回

の特集はこの古くて新しい問題に対するアプローチ

を示唆するものだろう。南アの政権交代を捉えた特

集とともに，今日的課題に注目している。（望月記）


